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拝啓 

向寒の候、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。日頃は市立保育園の運営にご

尽力いただき、有り難く御礼申し上げます。 

さて、私ども「浦安保育フォーラム」は、市立７保育園（当代島、猫実、東野、富岡、

入船、日の出、高洲）の父母会で構成され、各園での父母の会活動を中心とした意見の交

換により、子供たちの保育環境の改善を進めることを目的として組織されております。 

今年度も、当フォーラムでは市立７保育園を対象に共通のアンケートを実施し、全園に

共通する要望や各園においての要望、保育園生活において日頃から感じられる父母の疑問

を中心に要望書をまとめました。その結果、早急に改善を実施していただきたい要望事項

がございます。この要望書は父母の切実な声がまとめられた内容であり、市立保育園、ま

た公設民営園の水準をさらに向上させる意味においても是非、実現していただきたいと思

います。 

市のご努力により、公設民営方式で４箇所が開所され、今後も新たに数園が開所予定と

なっております。現在の待機児童は、近い将来解消されると思われますが、今後は共働き

の増加や、雇用形態の変化などにより、公立保育園における、保育内容の見直しをぜひ検

討していただきたいと考えます。 

保育利用者のニーズに沿った、延長保育のさらなる拡大や、病児対応についてなど、根

強い要望があり、市の一層のご理解・ご努力に期待するものです。 

つきましては、ご多忙とは存じますが、別紙の要望・質問事項について話し合いの機会

を持っていただきたく、ここにお願い申しあげます。 

敬具 

 

 

 



保育フォーラム（公立七園）要望項目 

 

1． 子供が病気の場合の保育について 
＊病児保育施設設置について 
現在、市内既存公立施設には、病児の保育を担う施設は設置されておりません。 
今回フォーラムのアンケート結果から自由記述欄においても１番多く記述された内容であり、

大変高い関心項目でございます。アンケート結果によると、子供が病気のとき「母親が仕事を

休むことで対応する」という回答が９割に達しますが、「父親が仕事を休む」(36.2%)、「近所に
住む祖父母に預ける」(31.6%)、との対応もあることから、基本的には母親が仕事を休んで看病
するが、必ずしも

．．．．
母親が仕事を休める状況にあるわけではないということがわかります。 

また、「施設に預ける」(9.6%)、「近所でない祖父母に来てもらう」(7.1%)、「勤務先に連れて
行く」(4.2%)、など様々な方法で対応していることがわかります。 
共働き世帯の増加、祖父母との別居など、浦安市内保育園通園者の現状から察するに、また、

全国的な保育環境整備としても、必須となっている問題だと思われます。 
先日浦安市議会で採択された陳情でもあり、ぜひ、早急な実地をご検討ください。 
 
＊病後児保育施設拡充について 
 近年病後児保育施設「ぱんだルーム」の拡充について、何度かご要望させていただきました

が、市担当保育課からの回答としては、「年間延べ利用率が 40％程度であるため、拡充の必要
はない。」とのことでした。 
しかし、アンケート結果によると、利用できなかった経験のある人のうち 7割もの人(100人)
が、定員オーバーのために利用できなかったと回答しています。また、その他の理由として、

ぱんだルームで受け入れられない病状だった、家から遠い、時間が短くて利用できない、との

声も多数寄せられております。 
この結果を踏まえ、年間利用希望者数、更に年間利用者数の開示をお願いいたします。 
年間延べ平均でなく、実際に利用したいと希望したが、利用できなかった人数の確認をお願

いいたします。来年、新設される新浦安駅前複合施設内の病後児保育についても、同様の調査

をしていただきますようお願いいたします。 
その上で、実情に沿った下記 2点の改善をご検討ください。 
・ 保育時間の延長（現在の公立保育園同様の時間） 
・ 保育定員の拡大 

 
＊保育中の発病、怪我について 
 現在、保育中に園児が発熱、具合が悪い、怪我をしたなどの場合、父母にお迎え要請の電話

がかかってまいります。お迎えが可能な場合もありますが、勤務時間中で急には退社できない

状況であることも多いため、お迎えまでの対応方法をご検討ください。例として、感染症の可

能性、生命に関わるか等の判断をし、病院へ連れて行く、病児保育施設に移動する、どこかに

保育室を設置して集中して発病した子供の看護をするなどです。 



また現在、各園で病気・怪我の重症度判断や、初期処置・応急処置は適切に行われていると

思いますが、園に、また看護士や保育士によって、格差がないよう、一定のレベルが保たれる

よう、ご配慮をお願いいたします。 
 

2.延長保育について 

＊時間外保育の延長 

 現在、時間外の保育は午後７時までですが、仕事や勤務地の状況によりお迎えに間に合わず

二重保育をせざるを得ない状況の方も多数います。アンケート結果によると追加保育料を負担

しても午後８時まで保育を利用したい人は約半数(299人)にも及んでいます。このような状況

を踏まえ、午後８時まで時間外保育を延長することを希望します。段階式の時間延長や一部の

園で試験的に延長をするなど積極的な対応をお願いします。 

 

＊土日保育について 

土曜保育については利用者が各園では少ないため、平日同様保育の必要なし。とのご回答を

毎年いただいておりますが、現在の保育時間の場合、仕事を休業する、また別の場所に保育の

依頼をするなど、別な方法での保育を行っておられる方も多数いらっしゃいます。例として、

サービス業従事者の場合、平日にお休みが設定されていることがあり、平日のお休みは家庭保

育を、休日は他への保育依頼と、大変負担が高いです。 

アンケート結果においても、現在土曜保育を利用している人のうち７割（135人）が、午後

４時以降の延長を希望しており、自由記述欄でも、午後４時までとはどんな状況を想定してい

るのか疑問に思う、との意見や、勤務時間が平日と変わらないため平日同様の保育時間を希望

したいとの声が多数寄せられています。 

一方、現在土曜保育を利用していない人についても59人が、仕事はあるが、保育時間が短い

ために預けていないとし、午後７時までであれば預けられる、と回答しています。 

参考までに、東京都では殆どの公立保育園で平日と同様の保育時間が設定されています。 

まず、午後４時閉園の時間設定の根拠をお聞かせください。 

多様なサービス業が存在している現状を考えますと、土日は休日との概念をまず、改めなけ

ればならないかと思います。 

全園での実施は経費上も難しいかと思いますが、保育ステーション開始を念頭に置き、限定

園での土日保育のご検討をお願いいたします。 

 

3.アスベスト使用の有無について 

 先日、市内小学校の数箇所よりアスベスト使用の事実が確認できたとの報道がございました

が、保育園施設については調査をされたのでしょうか。もし調査がされている場合は結果をお

知らせいただきたいと思います。 

また、未調査の場合は、至急の調査を望みます。またその結果についてはフォーラムへのご解

答をお願いいたします。 


